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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期
第１四半期
連結累計期間

第59期
第１四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,290,349 2,852,712 19,714,539

経常利益又は経常損失（△） （千円） △32,692 △129,560 409,880

四半期純損失(△)又は当期純利益 （千円） △58,588 △134,167 312,316

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △57,895 △130,308 313,299

純資産額 （千円） 5,076,523 5,615,940 5,471,169

総資産額 （千円） 16,851,642 17,866,267 17,106,291

１株当たり四半期純損失金額(△)

又は１株当たり当期純利益金額
（円） △3.68 △8.42 19.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.12 31.43 31.98

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第58期・第59期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第58期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府が推進する経済対策及び金融政策などの効果を背景に、

株式市場の活況や円安の進行など、デフレ脱却と企業業績の回復期待が高まっております。しかしながら、雇用・

所得環境は依然として不透明な状況で推移し、また、４月以降の消費税増税による駆け込み需要の反動が顕著とな

り、個人消費が落ち込むなど消費の先行きにも不透明感が残る状況にあります。

建設・不動産業界におきましては、低金利を背景として各種の住宅取得促進施策が継続され、実需層の住宅取得

意欲は底堅く推移しておりますが、旺盛な建設需要に伴う建築資材の高騰や労務の不足など事業リスクも高まって

おります。

このような状況のもと、当社グループは、「新中期経営計画」の２年目を迎え、引き続き基本方針である「現事

業規模における収益の安定確保を可能とするビジネスモデルの構築」に則り、各施策を推進してまいりました。

さらに、経費面につきましては、業務の効率化を推進するとともにコストの低減と販売費の効率的な使用に努め

、一般管理費の節減にも引き続き取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期の連結売上高は28億５千２百万円(前年同期比33.５％減)、営業損失は７千８百万円(前

年同期は２千７百万円の営業利益)、経常損失は１億２千９百万円(前年同期は３千２百万円の経常損失)となり四

半期純損失は１億３千４百万円(前年同期は５千８百万円の四半期純損失)の計上となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（イ）建設事業

建設事業におきましては、個人受注では、屋上庭園付の住宅を対象としたキャンペーンや本社周辺で受注いたし

ました注文住宅の完成現場見学会等を実施し、実際に当社の住宅を体感いただくことで、契約率の向上に努めてま

いりました。また、リフォーム受注では、今期より本社周辺にマーケットを絞り、長期優良化リフォーム推進事業

の補助金が利用できる耐震工事の受注に力を入れながら、「家と暮らしの相談所　細田工務店パールセンター館」

では、植木の剪定、網戸の張替えキャンペーンなど身近なリフォーム等のご相談を受けることで、顧客の開拓に努

めてまいりました。一方の法人受注では、従来からの取引先との関係をより一層深め、安定的な受注を目指すとと

もに、新規法人からの受注についても積極的に活動してまいりました。

この結果、建設事業の売上高は、11億９千９百万円（前年同期比0.5％増）となり、営業損失は４千８百万円(前

年同期は３千７百万円の営業損失）を計上いたしました。

（ロ）不動産事業

不動産事業におきましては、前期より繰り越した物件並びに新規分譲物件の早期販売を目指し、インターネット

を中心とした広告活動を展開しながら、当社の会員組織である「グローイング倶楽部」の拡充にも努めることで幅

広く集客活動を行い、成約率の向上にと結びつけてまいりました。

これらの結果、連結売上高につきましては、前年同期比で繰越物件を含む販売棟数が減少したことなどにより減

収となりましたが、売上総利益率につきましては、改善をいたしました。

この結果、その他賃貸収入や販売手数料等を加えました不動産事業の売上高は16億５千２百万円（前年同期比46

 .6％減）となり、営業利益は５千５百万円（前年同期比62.3％減）を計上いたしました。

（ハ）その他

その他の事業は、当社顧客に対する損害保険代理店業務等であり、売上高は53万円（前年同期比56.4％減）とな

り、営業損失は39万円（前年同期は10万円の営業利益）の計上となりました。
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(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、178億６千６百万円となり、前連結会計年度末と比べて７億５

千９百万円の増加となりました。これは主に、現金預金が５億７千６百万円、販売用不動産等たな卸資産が合計で

13億４千３百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が12億３千２百万円減少したことによるものでありま

す。

負債につきましては、負債総額が122億５千万円となり、前連結会計年度末と比べて６億１千５百万円の増加と

なりました。これは主に、短期借入金、長期借入金の合計が６億６千７百万円増加したことによるものでありま

す。

純資産は、56億１千５百万円となり、前連結会計年度末と比べて１億４千４百万円の増加となりました。これは

主に、利益剰余金が１億４千万円増加したことによるものであります。この結果、自己資本比率は31.43％となり

ました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

特記事項はありません。

 

(5）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,000,000

計 37,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,216,512 16,216,512

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 16,216,512 16,216,512 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 16,216,512 － 6,820,590 － 570,950

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 274,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,940,900 159,409 －

単元未満株式 普通株式      1,312 － －

発行済株式総数 16,216,512 － －

総株主の議決権 － 159,409 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱細田工務店

東京都杉並区阿佐

谷南３－35－21
274,300 － 274,300 1.69

計 － 274,300 － 274,300 1.69

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社細田工務店(E00231)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 782,108 1,358,323

受取手形・完成工事未収入金等 1,283,676 50,747

未成工事支出金 1,809,921 2,264,360

販売用不動産 3,467,198 3,858,953

仕掛販売用不動産 7,816,323 8,304,698

材料貯蔵品 16,440 25,297

繰延税金資産 2,701 1,847

その他 94,982 177,848

貸倒引当金 △9,629 △309

流動資産合計 15,263,723 16,041,768

固定資産   

有形固定資産   

土地 721,637 721,637

その他（純額） 304,484 294,916

有形固定資産合計 1,026,122 1,016,554

無形固定資産 120,652 111,760

投資その他の資産   

投資有価証券 66,692 69,737

その他 630,356 626,705

貸倒引当金 △1,257 △258

投資その他の資産合計 695,791 696,184

固定資産合計 1,842,567 1,824,499

資産合計 17,106,291 17,866,267

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 960,882 948,153

短期借入金 1,649,332 1,852,400

1年内返済予定の長期借入金 2,885,225 4,645,263

未払法人税等 8,917 8,088

賞与引当金 - 35,237

完成工事補償引当金 148,088 140,414

未成工事受入金 1,568,467 1,885,301

その他 531,305 443,782

流動負債合計 7,752,217 9,958,639

固定負債   

長期借入金 2,904,020 1,608,010

退職給付に係る負債 642,176 361,141

その他 336,707 322,535

固定負債合計 3,882,904 2,291,687

負債合計 11,635,121 12,250,327
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,820,590 6,820,590

資本剰余金 570,950 570,950

利益剰余金 △1,201,864 △1,060,953

自己株式 △90,414 △90,414

株主資本合計 6,099,262 6,240,172

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,698 13,773

土地再評価差額金 △662,242 △662,242

退職給付に係る調整累計額 23,451 24,236

その他の包括利益累計額合計 △628,092 △624,232

純資産合計 5,471,169 5,615,940

負債純資産合計 17,106,291 17,866,267
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 4,290,349 2,852,712

売上原価 3,640,522 2,351,233

売上総利益 649,827 501,478

販売費及び一般管理費 621,939 579,706

営業利益又は営業損失（△） 27,887 △78,227

営業外収益   

受取利息 78 36

受取配当金 4,666 4,790

貸倒引当金戻入額 － 9,919

その他 4,087 2,507

営業外収益合計 8,833 17,254

営業外費用   

支払利息 66,263 54,738

支払手数料 2,017 13,847

その他 1,132 1

営業外費用合計 69,413 68,586

経常損失（△） △32,692 △129,560

特別損失   

固定資産除却損 393 －

特別弔慰金 14,000 －

特別損失合計 14,393 －

税金等調整前四半期純損失（△） △47,086 △129,560

法人税、住民税及び事業税 2,300 3,753

法人税等調整額 9,201 853

法人税等合計 11,502 4,607

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,588 △134,167

四半期純損失（△） △58,588 △134,167
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △58,588 △134,167

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 693 3,075

退職給付に係る調整額 － 784

その他の包括利益合計 693 3,859

四半期包括利益 △57,895 △130,308

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △57,895 △130,308

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が275,078千円減少し、利益剰余金が275,078

千円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

 土地区画整理事業地内分譲戸建購入者の住宅ローンに対し債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

 276,254千円 272,833千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 17,589千円 20,009千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）３ 建設事業 不動産事業 計

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高 1,193,719 3,095,406 4,289,125 1,223 4,290,349 － 4,290,349

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 285 285 － 285 △285 －

計 1,193,719 3,095,692 4,289,411 1,223 4,290,635 △285 4,290,349

セグメント利益又は損失（△） △37,042 147,913 110,870 108 110,979 △83,091 27,887

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業であ

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△83,091千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注）３ 建設事業 不動産事業 計

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高 1,199,608 1,652,570 2,852,179 533 2,852,712 － 2,852,712

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 277 277 － 277 △277 －

計 1,199,608 1,652,847 2,852,456 533 2,852,989 △277 2,852,712

セグメント利益又は損失（△） △48,237 55,695 7,457 △392 7,065 △85,292 △78,227

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業等で

あります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△85,292千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3円68銭 △8円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △58,588 △134,167

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△）（千

円）
△58,588 △134,167

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,942 15,942

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額（△）であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年8月8日

株式会社細田工務店

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　　学　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井尾　　稔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社細田工

務店の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社細田工務店及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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